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序

上新成地区は秩闇市遺跡詳細分布調査報告書をみる

と秋田市でも遺跡分布告度のおい地厳の一つでありま

す。特に上新獄中学校を中心と した範聞は縄文時代か

ら古代までの遺跡が多く、平くから能目寄れている所

です。

今年肢の調査は昭和63年度に引き続き実施寄れた上

新械中学校改築に伴う事前発掘調査で、一昨年発見さ

れた縄文時代晩期の構内J静町議跡の続きが検出され、

またお基の土割高益も発見されております。

遺跡の全容は来年伎の潟査を待たなければなりませ

んが、この調査の実績にあたり学校、地元関係者の積

緩的なご協力をいただき深〈感謝いたしております。

とりあえず、焼械にまとめましたので、研究資斜と

Lて広〈活用事れ、また文化財保穫の一助となれば帯

穫に存じます。

平成3年3月

秋闘市教育婆員会

文化綬輿謀長

縮問
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例 言

I 本懐穆は獄図市上Ji紙五十T字小綜190の 1に所在するよ斯峨中学校遺跡の発揚調査顕微で晶

る。

2.本続事極的執筆、編集はお廊州議日、納谷信広がおこな。た.

3.遺跡の位雌と立地は、 「よ新獄中学絞遺跡とその周辺JIl跡J(1973 秋悶市教育委員会}の遺

跡と環境町文章を利用l目前fi区婦序を付け加えた.

4 遺書障の平面菌、 土層断面関中のPは土器 (片}、511右(暢)を示す。石器実測閣の石敏の外

形図には7スフアルトの付着箇所をそれぞれ京した.

5.発鋸調査による幽士遺物、実側関.写真、その勉は依岡市績宵望書員会が保管する.



調査に至るまでの経過

上新駿中学絞遺跡は、上適時滅中学侠験地を中心とした段丘上に位雌L、早〈から縄文時代晩期を

まとした集滞遺跡と Lて知られ、 これまでも林道工事、 小グラ yド治r8.工事等に伴い発掘縄査が笑

絡されてきた.

平成2年度の発掘調査は.老朽化した中学捜舎の改築に伴h 昭事帽。年度に突擁された前庭留の

発鍋調査につづき、 l自体育館跡地のJtll調査を実Bーす る事とな。~. 関査区は昭事掲訴事度調護区の

北京畠にあたる.

制筆期間と体制

調査 員再開平成2年4月16日-6月14日

自唱盗主体者敏朗市ft育委員会

調査鈍当者 獄図市章生育委員会

調 査員菅原俊行石郷岡..- 納谷信広

調車繍佐員 五十嵐芳郎

調1f作業員集金悦佐.和ー郎 副匝原アイ子 徳山京子佐藤 トシ干 鎌田克子佐藤スズ

藤原アキ佐凶章子佐麟イト子 佐藤タカ子大凶;JIt羽子佐藤芳技 泉ひめ干

調査の方法

昭事暗3'手.1(校舎前健極発縛調車において綬定t..l:佳怠の厚点より、 東西南北 {磁北〉 に蕃..~

作。、 63年度発揚調査区にあわ営、大グリ ッド (40mx40m)を曾定L.さらにその中に小グリ ヲ

ド(4mX4m)を設定L.単10:グリッ ドとした。大グ リタドは (1 -15)、小グリッドは東西

(X側1)に数字(1-10)、南北 (y鋤)にアルフ γベγ ト (A-J)を配L、その観合せで遺跡

名 (KE) 、大グリ ッド番号、 小グリ ッ ドの順に呼体する ニととした. すなわち昭和63年度のPI~

区からはー遣の呼称となる。

調査経過

-月 16白、グリッドの設定を行い、 削側よ り表土鍋ぎを~15 L、併ぜτ鱗査をすすめてい< .

(- 5 月 10日}なお、 4 月23目 、 2~ 自にはE車検を用いた表土剣I! をli!15寸る。地山は南北で状11が

分かれ、 問側が砂礁層、北側がロ m ム"となる。表土層内出土遺物は縄文土留小破片(晩期大綱C，



i
k小
川
間
割
引

U



-A主体}.石雷、須恵fi敏点で晶る.遺憶は土績、溝が検出される.特に5月B日に検出された

グリ ッド西北照合・ら北東方向に婦を循いτ延びる幅約J()c..の溝が倹Hi宰れ、位置的に輔泌年度の

中学校合同側の発銅調査により検出きれた構の続きではないかと勾えられた。 (I号憐跡)また、

1日伎作法礎、前回調進トレYチも磁総書此た。

5月11日より、それまでも}舗嘘行して奥砲していた縞査を故めτ&面的に突雄し、併せてIA校

舎越慢の掘り上げを実施する.その納果、 5月22目、発事E区北京隔に士繍Jl鮮が確認される.

5J123Aより遺割障の断割りを符い、 綱次.写真般11及び断面聞の作成を実‘する.土漬からは-

S、 縄文土器の幽土が~められた. 北側に.æ~hた土鍋1(11 1:.の削平が厳 しく漂さは鈎混同a

度であり、ベYガラ、玉煩の出土がまZめられた.また1母構跡の底榔に細長いピヲトが遥践して検

出書抗、柱穴の可能性も苛えられた.

5 月初日 、 北側の土明白護軍事の広がりを棚認するため北側:&び東側への島~;UZを実施 し、害ちに歓喜監

の士繍離が量産認事れた。併せてIIり1iの設定を行勺た。

6Jl6日より平部実測を行い、傍7後、金量与真蹟E臣、 6月13fIに地形測量を行い、61114目、

機材を楓収し調査を終了Lt.:.. 

遺跡の位置と立地

遺跡の位震

よ新獄中学校遺跡(駄岡市灘跡!~*圏分布調査報告智N0119) は秋田Ilì上新繊五十T牢小林にあ

り、上新続中学絞を中心としたー併である.秋闇市街からJヒへ砥線距般にLて約9kmの地点で、紋

聞から土崎を通り、飯島字長野、厳闘を屍て、駄問中央~扇パス停留所「上訴駿中学続前J の斜面

的道路をnりき今た標高約JSm前後の扇面する段丘上に有在する.

遺跡付近の地影

ヒ新畿地区は太平山県に狐を先し自本獅に注ぐ長在約20kmの量阿波J11の上械部に位俊L、新肱川と

その支械の1.!染川との細長〈ニ分した谷底平野と、それを侠むよう巳舟布する丘陵から成品。

この上新滅丘陵は保高60-2∞mのかなり開析を受けた地形で品。、 ζの丘陵の末端を甫iIliに流

"''' れる新亀高川l沿いには散肢の段丘がみられる。五十T築港付近にはよ下2段みられ、上段は開析を受

砂た原高艇ト65皿、下段は40-、50mで、約10m由比鮫釣急な斜面でよ段と区別さhる。 しかし、空

中写真と地軍事儲から判断すると.杉崎付近から五十T集落にかげては少な〈ても上下3段の段丘が

.aで章、務遂の上下2段の段丘のほかに傑高鈴-30mの股丘が認めら比る.

- 3-
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遺跡付近の地質、 土筆

遺跡付近の丘陵並びに段丘を綿成ずる地層は、義盤は新第3系中新世船川鳳で、その官には続灰

~灰色淀!itおよびシルト岩からfJ<る実徳寺層が覆今ている。天徳守層を担うのは筏附属で下街はシ

ル ト岩ないし砂質シル ト岩で上方に漸次砂質化し、上部は費量細'iLの砂場になる。この鮮新世鍍附患

の上には寒風火山の噴出によるとも、われる賞褐色の紡土質火山灰土が権高官L、最上位には車内礁が

混入する黒色土が覆ゥてレる。これはいわ中る高向2統で、黒色の色織はそれ時ど強くない。一次

盤、物を見ると火山ガラスが混入しており、大山灰が関係しているものと縫定される。現水田苗はシ

ルト主体のl'f>ffl層(西山続)である。

湖査における緬序は第 1婦が安土、第2Mが体育館造成時に丘駿上海より削り出したと考えられ

る貨色粘土による盛土層、第3胞が1日夜土と考えられる賂得色土周であり、遺物包含層でもある。

第4厨が発掘区北部が黄色粘土婦、南部が砂様腐であり、1亀山風である。

{注1) 国土庁 {土地分鎖調査)紋回 (5方分の I)経済企画庁1966キ

{住2) 同 上

- 5ー



発見iI.と出土遺物
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Ilt濁崎 {都5図、図版E・2)

測量19中央榔で検出された西南から北京に走

る櫛で、昭刷63年度調査で検出された楕跡の統

書 と担iわれる。 長吉約18.7m、側約川町、信~

l面からの銀事は2O-25cmでゆるい弧状を1J';する。

東側は削干されて布り線認できなかった。構底

:aには約4Oc..rJJ鳳でピッ トが認められ、西側で

Ii t! ~ ト肉、 ピ ヲ ト聞に1l1Oc緑~百)oaの碗が突

き込まれた枕.eで検出され、伎の後錨めの畿と

.IIJ.われる.

備は中央郁で4m程途切れている.この範簡

はピッ トが多〈検出事れ、中には住製跡の認め

られるものも島り、 構が途切れることと考え合

わせると出入口臓設の存在が考えられる.

ピマ ト騨 {胃16館、図版 1・2)

1骨精が冶切れる中央部で多数のピットが検

出事れた.プラ 川主円形で径鈴~ぽ記冊、源さ崎
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......45cmのものが多〈、中には明餓U往痕跡の認めちれるものも晶り、柱穴と恩われる。また配圏置が

建物を機定寄せる。

土繍暮 (第4・7-10、銅版3・4) 

調査区北東部でお基検出された。プヲ ソは摘円形を呈し、線棋は長事由194cm、短軸lJ60m、深さ41

cmのものが最大で、平均すると長軸13告側、 短戦52師、深さ18.5<mを測る。長軸方向はN14・Wか

らN制。 Wの範倒に入るものが17通事、 N18・E治、らN88・Eの範聞のものが9基であり北西方向を

示すものが多い。

26:!.liのうちベソガヲの認められるものが 3~量 ( 1 、 2 、 3 骨土繍!t) 、 位低113 号土損益が北西

部、2毎土繍1iが副I首都であり瀕位が鑑定できる。
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出土造物は10号土境基から小

玉、勾去が出土している。

土墳

1号土犠 (第3図、悶版5)

調査区中央西側で検出された。

プラソはfl*，J6(Jcmの内形を曇す

るが、東帥lに長さ40cm、糠さ初

酬の淡い掘り込みがあり、段が

つき2Q-35cmfjlの様が入ってい

る。ol認蘭からの探さは約54Cm

で墜は斜めに立ちあがる。糠土

は6R警に分けられ、 l腐は賀褐

色を主体としたF古賀土、2-6

砲は然色、 灰黒色町鈷貧土であ

る。

2号土犠 (第3閥、図版 5)

潟査区中央西側で検出された。

プラゾは径約批同円形を隻し、

確認高からの深さ1155cmである。

~はほぼ垂直に立ちあがり、紙

面形It鎖状を塁する。覆土は8

崩に分けちれ、感補色、灰黒色

が主であり、ローム混り土の局

がある。

。ー -11 
丸ふ10附

，¥1婿 ，1Ie.l:(oωム純子ill，AI
E- -1-::' 抑 制 崎製削

土嫌内の南、凶蜜に10-2()cm

の聴が認められる。

3号土犠 {第3図、図版5)

ーでー___ 36今?伽.:il31tf 111$色虫二

¥..'2'-' 三M -ー 』

語、1柑 .Il!J:lEf!.ホ
~3M 尚e土

争再9図 工綿雲

調;lf区中央酋北陥で検出された。上部は擾乱。南側は調査区外のため不明である。推定プラソは

径740mの内形を昼L、破認蘭からの採さは26cmである。事置はほぼ義直に立ち上がり、断面1躍は鍋状

を呈する。覆土は6A雪に分けられ、黒色土、絡縞色土、資総色土、氏黒色土などが准積している。
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出土遺物

土器、土製品、 石器

過構内出土土緯 (第

i章構内出土士電器は全

等が出土している。

土器

11図、図版6)

て土割高寝土の出土で串

1-3は大綱BCる。

ー‘ぴ
郡 e柿m

ノ忠弘司い

c-。、式の鉢形土著書、 4-6 

7は大

は構周辺ピァト群 I号

ピット覆土上Iilから時

は大洞C.式、

澗A式土訟である。8

-A' 
;減。曲m

4

品……

A-
ぽ究形で出土した大澗

C.式の小型;i形土器

であり、時ぼ全部にベ

ソガラを塗布し内面に

は漆状の被量産が認めら

n
p
J
a
 

工Iil墓第 10図れる。

温情外出土土器 (第12・13図、図版6・

会言持え
7) 

大前C.-A式土書官を中心とした縄宜跨

三引事41去:

亀 11図

けげ
U
6

t~晩期の土苦普及び須恵器が出土している。

図12の9-311主大潟C.式土昔号、 32-37

は大潟C倉式土皆、 38-45が大洞A式土器

であると考えられる。絡績は鉢が主体で晶

1ー」J 楓
り9.15. 16ft探鉢、 2611口、34，35は淡

遺鳴門出土土器

- 13-

鉢である。46は大綱C，式の設鉢と考えら

れる。47は須恕器の遜である。
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石器及び石製品

遺構内出土石穏 (第14図、筒版8)

石鎌 (J-5)、飯器状石俸 (6. 1)、第製石持 (8)が出土

している。 1-3の右織はI号溝型置土出土であり、1及び3の装部

にはアスフアルトが付着している。

守~ J 
r-E斗遺.内出土石製品 (第15図、図版8)

10号士嫡it覆士出土の石製品であり、9は勾玉、10は'1、主である。 Lー」」悼
第131l?l 遺鴎外出土土器

も 〈ごコ
て〉

く〉 〈コ 第1.図遺構内出土石総 l 

遺構外出土石器 {第16・11・18図、図版8)

石織 (11-16) 、 石錐 (11) 、石匙 (18-1旬 、~状石f.í

(20-21)、級官官状石器 (23)、鰹銭石器 (24-25)、くぼ

み石 (26-28 32)、勝石 (29-31)、石田 (33)、石刀

(34)、右締 (35)等が出土Lている。

土製品

通機外出土土製品 {第19隊、鴎版6)

土偶足部(1-3)、有孔土製品 (4)等が出土Lている。
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まとめ

上続lIt中7~史遺砲事は.昭和お年4 月、中学後をm設する際に縄文時代晩期の遺物が出土したこと

で知られ、翌30年にー古車発皇居調査が実施され綴石遺S置が.1%書れている.その後、 昭和制年には綬

舎西側の林道工事に伴う調査 (八地区)が突.され縄文時代晩期の集者遺割降、 土損益~匹、 上嫡4

議が検出寄れ、同年9-11月には校合北側の小グラソド治成に伴う関1<(白地区}が行bh、土場

事'74務が検出されている。

今年度の側資対4並区は1自体育館の跡地で、附午度調;配区の北東区にあたる。 調査の結集、 精妙2

4帳、 土繍"126張、ピッ争 事草等が検出 さ れた。 I~土土僻は大綱C ，-A式が主体である.

l号楕跡は昭事制年度に検出した続きであり、民事 18.7m、幅捻 鋼、 深さ2O-25emを測り弧状に

薫商に延びる.東側は削平されており不明である.前匝lの調配では、柱穴は確認されておらず、 "

側遁に河原石が組み込まれた状態で検出されている.~制のm査では約批梢痛でピフトが険幽さ

れ、その周辺には突き込まれた扶.で川原石が1%められ、 践の腺関めとしての使用も考えられるζ

とからピ 7 Ht柱穴と.l!Jbれる.

ーーは画から約8.5m町中央1$卦で約4m鍵途切れており、ζの歯車舟にピヲトが多数検出さh、絵

質助事のuめられるピッ トも認められることから出入口胤政等の可艇性もある。

士繍離は北東部内東に傾斜する面で26益検出書れた.プヲ γは楕円形を黛するものが止剖1分であ

る。録制方向は北-i!!ï17基、 ~t-ïI! 9 Hiで北・磁'il司を示すものが多い。ベγガラを検出したのは

3通で晶り、依般は北西郷でhる。上新披中学位jI跡 (A s C D地区}ではこれまで土嫡離

が約130選知見事れており、その立地は本遺跡を中心に北、3臣、凶に集中Lており、本調3聖地峨を

中心とした外側に1i騒が検出されている。

縄のlI!倶・ 性幡、集落と墓犠の関係等解明する環題は~いが、苦手綱が不明であり、全体の調査が

終了する畢草度の調査を待。て倹討 Lたい.

.母文献 t年度願}

同属看守 秩岡市fJt宵司書員合『秋田新毎市側提盤情市豊関係坦晶文化財尭掘調査報告書・ 増量回sitIWJ

1剖初隼 秋佃市庫裏.l太田市教育委員企 「秋旧市上fi.中掌使it跡韓道工事小グラ γ が造曜に伴う寓

.IM祖掘調査鰻告書J

1制9lド 駄岡市敏育委員全 f秋田市 t新誠中学校遺跡‘.，.151改築に停う緊急尭樹調車観報J

一 時 一
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